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新代表挨拶に代えて
玉JII 裕子(たまがわゅうこ)

2007年春、 2年間の海外研修を終えて帰国した
ばかりの私は、同年4月の総会において当フォー

ラムの代表に選出され、前代表の小林緑さんか

らバトンを引き継ぎました。小林さんは、 1993

年の当フォーラム設立当初から15年の長きにわ

たって代表を務められ、会の発展に献身的に尽

くしてこられた、まさに会の「顔j でした。小

林さんのこれまでのご尽力には、あらためて心

よりの敬意と感謝を表したいと思います。

もちろん、どれほどの超人であっても、代表

一人の力だけではフォーラムはとうの昔に消滅

していたでしょう。フォーラムが今日まで継続

可能だったのは、会員ひとりひとりの自発的な
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活動の賜物です。このたびさまざまな役割を担

当してくださることになった皆様、とりわけ

「縁の下の力持ちJとして長年事務局を担当し

てくださっている市川啓子さんと西阪多恵子さ

んには、再任を了承してくださったことを心か

ら感謝します。今回はとくに役割分担がない方

がたも引き続きご協力のほど、よろしくお願い

申し上げます。

「新代表挨拶Jとは本来、今後の方針につい

て述べるべき場だと思いますが、以下ではまず

最初に海外研修先のドイツにおいて、女性と音

楽をめぐる状況について見聞したことを印象記

風に若干記したいと思います。そのうえで、

フォーラムの今後について私なりの見通しを述

べ、これによって新代表挨拶に代えさせていた

だきたく患います。



同

1 対生と音楽をめぐる状混一ードイツの場合

海外研修中、私が所属したのは、ドイツ北部のプ

レーメンにあるソフィー・ドリンカ{研究所〈以下

SDIと略記)でした。同研菊弗士、 ドイツにおける

フェミニズム/ジェンダー音楽学穆院の草分けの一

人であるフライア・ホフマンが 2α氾年に設立し、

現在まで所長を務めています。この研知野のあらま

しについては、会報第4号に寄請しましたので、ご

参照いただ、ければ幸いです。

現在、フェミニズム/ジェンダー音楽学研究は、

実に多様な屡開をみせています。しかしその始まり

が、文学・美術など、他の分野における動向に再現搬

を受けて着手された、麗史に埋もれた女性作曲家、

およて戸彼女たちの作品の発掘作業にあったことは論

を侯たないでしょう (1970年代〉。その後、女性作

曲家およびその作品を可視イ七する件業の進展にとも

なって、それカ2従来の男性大作曲家中心の音楽史記

述の補完史に過ぎず、結果的に従来の音楽学研究の

精細みを継承強化していくものに過ぎないという批

判がでてきました (80年代後判。こうした批判は、

それまでの研究を無に帰するものではなく、さらな

る進展を促すものであった、と私は理解しています。

批判を受けて、フェミニズム/ジェンダ」音楽学研

究は、女性作曲家およびその怖の魅力を語るばか

りでなく、女性の音剰舌動を男性のそれとは異なる

ものにしていった個人的・社会的条件を問うことに

なったからです。さらにそれ以上に重要なのは、実

際には存在していた女性作曲家や作品をあたかも存

在しなかったごとく扱い、男性大作曲家およびその

作品扮府ずることをその中崎題とした従来の音

楽史記述の構造に間いをつきつけ、その成立由来を

解明する作業が始まったことでしょう。とくにドイ

ツ語圏では、作曲家にとどまらず、演奏家として、

あるいはパトロンとして、プロフヱツショナル・ア

マチュアを関わず活擢した、さまざまな女性たちの

音楽活動をていねいに追っていく穆院治宝数多く生ま

れました。そうした砂院を通じて、実に多くの対空

たちがそれぞれのやり方で音楽に関わり、それぞれ

のやり方で地域の音楽文化を豊かにしていたことが

明らかにされつつあります。こうした事椀は、従来

の男性大作曲家中心の音楽史記述からはみえてこな
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かった過去の音楽実践の多様な姿を照らし出すとと

もに、音楽家としての活動形態や音楽ジャンル、あ

るIt¥f土地域明主別などによって、その活動をあらか

じめ序夢Ij{七し、それを無意識の前提としている音楽

史記述に、その枠組みについての再考を追っていま

す二

ドイツには現在、こうした加向の研究を進めるう

えで中心となる研究所がいくつかあります。そのひ

とつがSDIで、目下所長ホフマンを中心として、 18

および 19盟主配ヨーロッパで活躍した女性樹3奏

者に関する事典編纂に精力的に取り組んでいます

信成した部改については、研知賓のHPから関覧

可能、 21伐o:j，加ww.由。hie-む由民rinsti加t.de.b。

また、ベアトリクス・ボルヒヤノレトを中心とする

ハンブルクのプロジェクトは気鋭の若手研究者も参

加して、インターネット上にジェンダー音楽学研究

のための一大センターを構築しつつあります

(h伽 :I/mmri..hfmt・ha盟加班点1)。

またハノーファー音楽大学もジェンダ「研売セン

タ一色t胞内ww.fme:.hmt加盟over.de丹を設立し、

文仕煩究としてのジェンダー音楽学研究の進展を図

っています。(その他の関連研究所については SDI

のHPのLinkを参照。)

他方、フェミエズム/ジェンダ一理論を先鋭化し

ていった英語圏では、ジェンダ一理論を用いて音楽

作品解釈にアプローチする研究がでてきました。そ

の嘱矢ともいえるのが『フェミニン・エンディング』

ω収められたス}ザン・マクレアリの一連の研究で
しょう。音楽作品は「鳴り響きつつ動く形式jで、

それ自体は中立的としてきた従来の音楽観に対して、

音楽作品そのものにも歴史的・文仕草告に構築された

意味が付与されているとしてその摘出を試みた彼女

のフェミニズム音楽掛評は、その後多くの研究者に

よって継承されていくことになりました。この方向

性はドイツ語圏では一一音楽学場所の「王制民Jと

でもいった意識が邪魔をしたのかどうカト)倒的

年内とはいつでもなおなかなカ受け入れられなかっ

たようです。しかしここ数年、とくに若い世代を中

心にドイツ語圏でも自につくようになり、とりわけ

オペラ作品などにその成果が現れているように思え

ます。(尚、英語圏におけるフェミニズム/ジェンダ



一音楽学研究動向については、西阪多恵子さんによ

る詳細カη 尉重しのよいすぐれたJJI践を参照くださ

し、)

フェミニズム/ジェンダー音楽学場慣が、 ドイツ

語閣の音楽学全体のなかて現在どのようの位置を占

めるのかについては、私自身はそのなカヰこどっぷり

と浸ってしまったために、塑断を下すのは難しいで

す。フライア・ホフマンはパッシングが生じている

といいますーが、しかし前述のとおり女性と音楽に関

わる研究所カ端数設立され、また、ジェンダー音楽

学の講鹿を開講する大学およE培楽学校が増えてい

るところをみると、音楽学移視の一角に地歩を圏め

つつあるといっていいように居われます。ジェンダ

ー視点による布院が当たり前になるにつれて、当初

の批糊的革斡L、穆院のための研究に草する危換性

もなしとはいえないのですーが。

2 フォーラムの今後の活動

さて、当フォーラムの中核を占める活動のひとつ

は、設部様、女性作曲家とその借ロの紹介です。

この活動は、レクチャ}やコンサートなどの形で対

外的にも発信して、成果をあげてきました。これは、

なんとし、っても前代表IJ、林緑さんの強し、使命感と情

熱なしには果たしえなかったことです。確カ斗こコン

サ}トなどに対する好訴枕反響とは裏腹に、女性

作曲家およびその作品の受容が、思うほどに広がっ

ていかないとしづ苛立ちが私たちのなかにあるのは

事実て寸。しかLこれ村根気よく続けていくしかな

いでしょう。これまでの蓄積を土台に、今後とも女

性作曲家とその慨を紹介する機会をつくっていき

たいと思います。会員の皆様からの企画アイディア、

j唱姐ロ寸。

他方、「対生と音楽jへの関心を共通項に、いろい

ろな形で音楽に;搬フる人たちの集まりである当フォ

ーラムの伊陰においては、これまで各会員の興味関

心に従って、さまざまな研究発表方苛子われてきまし

た。今、会報を読み直してみると、そのテーマの多

彩さ、テーマへの切り込みのユニークさなどに、フ

ォーラムのこれまでの蓄積がどれほどのものか、あ

らためて驚かざるをえません。それらは、決して欧

米における研究動向の紹介にとどまるものではなく、
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会員それぞれが音楽に関わるなかで抱いた問題意識

に従って溜訊た、それ窃Uことって切実なテーマ

であったと思います。穆続発表は日常的な営みとし

て、イベント系と比べるとともすれば影が薄くなり

がちですが、各自のテ}マによる事院発表とそれに

関連する活発な議論もまた、フォーラムの重要な柱

?仁これまで具体的にフォーラムの名において出

版というかたちをとったのは、 1997年の『フェミニ

ン・エンディング'Jl(スーザン・マクレアリ著)の翻

.訳1点にとどまっています。私は具体的業績をあげ

ることを至上命題とする立場をとりませんが、それ

でも各人が、それぞれZ端点から、現在および過去

の、さまざまな増減における、さまざまな形の音楽

文化を、さまざまなやりかたで間い、音楽の営みの

多樹生をあらためて浮き彫りにするような共同研究

が、なんらかの具体的な形に結実する可制空を、今

後考えていきたいと思いますユ

女性と音楽の関係について興味をいたいている、

という以上の共通項をなにももたずにフォーラムに

集う私たちの関心は、一枚岩ではなく一一繰り返し

ます功~常に多様です。私はしかしまさにこの

点に、フォーラムの存在意義を見出しています。こ

れまで、伊陰での研究発表後の討論はもちろんのこ

と、コンサートなどの企彊詮議や反省会のおりにも、

企画の全体方針からその運営方法にいたるまで、激

しし濯舗が生じることもたびたびでした。しかし、

私は会員相互の、さらには外部からもたらされるさ

まざまな批判が、私たちの問題意識を研ぎ澄まし、

さらに精績なものにしていく原動力に他ならないと

考えています。いずれにせよ、会員の皆様のご助力

なしにはフォーラムの発展はありえません。今後と

も皆様の積極的かっ掛部抽守一一「ことがらをよりて

いねいにみていくj という、この語が本来もつ意味

で一一ご意見ご協力をいただき、フォーラムがひと

りひとりの音楽体験を豊かにする場のひとつとなり

ますよう、さらにはそのことを通じて、私たちがそ

のなかに身をおく音楽文化を多少なりとも多彩なも

のにするための一石を投じることができますよう一

一これは、私のささやかな、というよりははるかな

る大望です。
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三浦環を読み直す

一女性の音業苦動をめぐる同時代の京訴のなかでー

玉JlI 格子{たま鮒3 ゅうこ)

三浦環(1部会 1946)は国際舞台で活躍した最初の

日本人歌手である。とりわけプッチーニの〈蝶々夫人))

は彼女の当たり役で、彼女自身がしばしばf蝶々夫人j

と呼ばれるほどであった。 ドイツでの在外研修中、披

女について紹介する機会を得、そのおりにあらためて

彼女が多くの人に支持された理由を考えてみた。さし

あたって考えられるのは、エキゾティックなものに対

する受け手の期待に応えうる彼女のイメージの自在さ

であろう。すなわち、日本以外の地で(蝶々夫人))を

歌うとき、彼女は f真正の日本女性jを演じる。より

正確にいえば、受け手が「真正の日本対生!と期待す

る像を提供する。彼女の演じた f真正の日本女性jが

ほんとうに「真正jであるかどうかは問題ではない。

他方、日本国内では、彼女はその醗曹とともに、真偽

とりまぜことあるごとに報道されるさまざまな恋愛エ

ピソ一時通じて、 f従来の日本女性jを超えた西洋化

された存在として、賞賛と同時に好奇心をもって受け

とめられた。日本および西欧のどちらの受け手にとっ

ても、彼女はエキゾティックな存在として受けとめら

れたのである。

しかし、彼女の活動は「エキゾティックj という言

葉で説明し尽くされるものではない。日清・日露の戦

勝によって、近代化(=西洋{りの第二段階にはいっ

た日本で、西洋音楽の女性歌手としてスタートをきり、

(蝶々夫人》という問題含みの題材で国際的な名声を

得た三浦環の活動の背景には、日本の近代化のみなら

ず、メディア、ジェンダー、帝国主義、コロニアリス

ム、エスニシティ等さまざまな要因が絡み合っている。

列強郊己の時代に、西洋化を志向して領土拡張致策を

推進する非西欧文化圏出身の女性の国関士会における

活躍を文節化していくことは、これらの諸要因カヰ固別

の人間の生においてどのように具現化しているかを考

える一助となるだろう。そのためには、彼女の実際の

活動およて舟子動、彼女をめぐる虚実入り混じった言説、

さらには(蝶々夫人》について彼女の語る言葉、彼女
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の(蝶々夫人》について語られる言葉等、さまざまな

レベルの精綾な分析が必要である。しかし現邸皆でこ

れらをひとつひとつ論じていくだけの準備はなし、以

下は、三諦環をめぐる同時代の日本人のまなざしにつ

いて思いつくことを記した覚書きである。

※三浦環は二度の結婚によって三つの姓をもっ操回〔生

家の樹、藤井〔最初の結婚時〕、三浦[二度目の結婚時))。

以下では、彼女の具体的な活動を記述する場合はその時々 の

姓を用いる。それぷ汐料ま人口に檎突している f三浦環Jを用

いることとする。

1 三滞環路年譜

三浦環の生涯については、さまざまな文献のなかで

言及されている。しかし伝説じみた逸話に事欠かない

彼女の伝記のなかでもっとも信頼に足るのは、三浦環

を知る人の証言や同時代の資料に丹念にあたって書か

れた田辺久之の『考証三浦東iである。彼の苛院に従

って作成した三浦環の路年譜を別表に示す。

2 女性属葉音楽家をめぐるまなざし一一三つのエ

ピソード

ア)娘の東京音楽学校荒瀬およびキャリア志向をめぐ

る父親の見解

父柴田熊主主Eは、娘が音楽学校への入学を希望した

とき、 f音楽学校だなどというが、ありや西洋の芸者じ

ゃないか、娘を芸者にすることなと灘対に出来んjと

いって反対した。最縦切こ副司囲の説得もあって、軍

医藤井善ーとの結婚を条件に娘の願いを聞き届けた

(ただし東京音楽学校は開昏者の入学を認めなかった

ので、この結婚は環の卒業まで秘密にされた)。これは

結婚という名のもとで娘の性を管理することによって、

父の考えるところの性的堕落の防止が目論まれたのだ

ろうヵ、

環がキャリアを踏み出した後は、彼女の自伝や伝記

等から推潰「ずる限り、父はむしろ応援していたように

思われる。たとえば、「芸術をとるか毒礎をとる州と

選択を追った藤井善ーとの離婚を受け入れたうえ、離

昔前走ほどなくしてなされた三浦政太郎の求婚を父が承

諾したのは、政太郎が環の演奏活動を支援すると約束

したからであった。家庭を犠牲にしてまで歌手として



のキャリアを貰こうとする娘を支援する熊太郎の態度

は、私たちが太平洋戦争敗戦以前の父親に対して抱い

ている家父長的イメージとはずいぶんと異なっている。

それは柴田熊太郎の個人的な資質もあるだ、ろうが、女

性の社会的活動を場合によっては後押しすることもあ

った時代の空気一一主潮で、はないにせよーーと向調し

たのかもしれない。

イ)藤井善ーとの離醇槌

関係、を好色むきだしの想像力で扇情的に書きたてるか、

もしくは「妻として努めよJ(鳩山春子)と苦言を呈す

るものであった。しかし渡米直前の送別会において、

渋沢栄一、大倉喜八郎、浅野総一郎、目賀田種太郎、

西野恵之助といった当時の日本の政財界を代表する三

浦環の後援者たちは、彼女の国際社会での活躍が、外

交官以上に日本の国益に資するとして、活動の継続を

支持した。

藤井環は卒業後、自らの勉強の組続、コンサ}トへ 3 女性韓葉音楽家をめぐるまなざしーーその静成

の出演、さらに後進の指導と多忙な毎日を過ごしてい' 要因

t4，藤井善ーとの協議離婚の真相は知るよしもないが、
仕事に浸頭して家を空けがちな妻に対する夫の不満が

主な原因のひとつであったことは疑いないだろう。

この轍普は、ジャーナリズ、ムの格好の餌食となった。

ここで興味深いのは、勝割艇が必ずしも環を一対包

に非難しているわけではないことである。もちろん、

「妻の務めj を果たさなかった環に対する非難もある

のだが、他方、夫の心の狭さを暗に批判したり cr破鏡
楽家嚢日物語J、『東京日日新聞~1909年3月 27 日)、

あるいは芸術家一般の結婚生活の困難さに言及して、

間接的にであれ、環の離婚に理解を示すような論調も

みられる(f音楽家の麟ト一芸術家の配偶問題j、『読

売新聞~ 1加9年4月2、3日、秋山、 199-2∞頁)。

後者はおそらく、当時芸術愛好家たちの聞で流行して

いたワーグナーやショーベンハウアー受容のなかで形

成された天才芸術家イメージを、環に重ね合わせたも

のと思われる(f天才と比思iまぬが一つの音楽家である、

芸術家であるJ、秋山、 2∞頁)。

ウ)三浦政太郎およびフランケッティとの関係をめぐ

る報道

1914年に漉攻して以来、院長を活躍の舞台とした三

浦環は 1922年一時掃冒した。三浦政太郎はすでに前

年帰国していたが、環は数ヶ月鞠主した後、夫を残し

てふたたて月む長する。との問、伴奏者として同伴した

フランケッティとの仲がいろいろ取りざたされたこと

もあり、音楽的な成果とは別に、私生活上のあれこれ

についてジャ}ナリズムに格好の話題を提供すること

になった。大方の報道は、彼女とフランケッティとの

5 

以上紹介した三つのエヒ。ソードは、柴田一藤井一三

諦環という女性の職業活動をめぐって、矛盾する見解

が同時に存在していたことを示している。彼女に「貞

淑な妻jを求める境線は常にあった。しかし当人がそ

うした規範を意に介さず一一実際のところ彼女がこの

ような縛りをどう感じていたかは不肝一一、驚くほど

のバイタリティをもって、歌手としてのキャリアを追

い求め、また通常の枠から大きく仕ずれた奔放な私生

活を営んでいったとき、その生き方を肯定する視線も

確実に存在したのである。三浦環がその傑出した個人

的資質によってみずからの道を切り開いていったこと

は論を侯たない。しかしまた、彼女の生のあり方に対

するまなざし 肯定的・否定的を間わなし」ーその

ものが、三捕環その人に還流し、向調/反発/無視/

ずらし等の入り混じった反芯を引き起こしながら彼女

の歩みをいっしょにつくっていったのではないた、ろう

7J¥，以下に、とりわけ披女の職業音楽家としての活動

を容認するまなざしを形成することに関与したと思わ

れる要因を三つ挙げる。

第一は日本の領土拡張政策である。もっともそのい

きさつは単純なもので、はない。〈偉業々 夫人》という題材

そのものは、日本を植民地支配しようとする視線に貫

かれており、それは問時代の日本人にも意識されて、

「国辱的j とする批判もあったようである。こうした

見方についての三浦環自身の見解は伝わっていない。

彼女が強調するのは、「真正な日本女性としての蝶々

さんjの表出である。しかし冒頭にも触れたとおり、

環の蝶々夫人が欧米の観客に受け入れられたのは、そ

れが喰らの非西桝土会に対する植民地支配のまなざし



d句

を内面化したものであったからこそであった。その結

果としての成功が日本という国家の存在を国勝土会に

認知させ、地位を高めたとすれば、皮肉といえば皮肉

である。

第二の要因は、彼女が活躍をはじめたのがちょうど

大正デモクラシーの拍咲く時期と重なり、女性探査丸思

想の揺範期でもあったことである。環自身は女性解放

思想に共感した形跡はみられないが、新しい思認が彼

女の活躍を背後から支えたのではないだろうか。実際、

原信子や関谷敏子等、環に続いて国捺的に活擢する女

性歌手がこの時代現れている。また国内に目をむけて

も浅草オペラの隆盛や宝塚少女歌劇団の結成等、女性

が舞台に立って活躍する場が開かれていった。他方こ

の時期は、女子中等教育の目標が良妻賢母思想の注入

と定着とはっきり定められた時期とも重なる。公的な

場における女性の活躍が自につくようになるのと、良

妻賢母思想の定着が同時代のできごとであるのは興味

深い。

第三として、とりわけ音楽の場合、芸者イメージが、

女性職業音楽家の存在にさまざまなかたちで影響を与

えていた可制空を指摘しておきたい。明治時代、東京

音楽学校の学生どころか教授障をみても、女性の比率

が他の分野と比較すると異例なほど高凡それは、音

楽が政治・経済等に比べて低くみられていたために女

性にもチャンスが与えられていたと解釈することが可

能だろう(ある程度、社会のなかで余裕がでてきたと

きに、音楽領域へも男性の進出がはじまり、それにと

もなって指導的樹立から女性を排除しようとする動き

がでてきた。私は1関9年の柴田環・幸田延の東京音

楽学校辞任問題はこの文脈で考えられるのではなし、か

と思っている)。それとともに芸者という職業の存在が、

西洋音楽の分野においても女性を音楽に結びつけ、女

性の就労への道をまっさきに開いた部分もあるのでは

ないだろう'1;"0

芸者イメージはしかしまた、三浦環の私生活につい

ての輔副こ別のかたちで投影されていたように思われ

る。エロティックな想像をほしいままにしたゴシップ

記事は、環が西洋音楽の音楽家であっても芸者イメー

ジと重ね合わせて受けとめられていたことを示してい

ないだろうか。
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いずれにせよ、三浦環に対して同時代の日本人が抱

いたさまざまなイメージからは、女性が音楽に携わる

ことについての同時代のまなざしに、西洋音楽の移入

とともに次第に形成された音楽家観と、それ以前の女

性と音楽をめぐる表象がないまぜになっていた様子が

みてとれる。
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三浦環略年譜

1884M17 。2月 東京生
1886M19 2 日本舞踊の稽古をはじめる

1889M22 5 等および長唄の稽古をはじめる

1890M23 6 小学校入学

1893M26 9 高等小学科へ入学

1897M30 13 東京女学舘入学

1900M33 16 3月 東京女学館高等専修科卒業、同校教師高木チカの薦めにより東京音楽学校を目指す

6月 軍医藤井善ーと内祝言、藤井はその後天津へ赴任

9月 東京音楽学校へ入学。芝から上野まで自転車通学

1902M35 18 11月 東京音楽学校秋季音楽演奏会で独唱、『音楽之友』に批評掲載

1903M36 19 7月 奏楽堂で歌劇《オルフェウス))(グソレック)上演、百合姫役を歌う

1904M37 20 2月 *ミラノ・スカラ座で《蝶々夫人》世界初演

7月 東京音楽学校声楽部卒業

9月 同校研究科入学、授業補助を命じられ、 1ヵ月 12円の奨学金支給。

1907M40 23 6月 東京音楽学校助教授に昇任

1908M41 *東京音楽学校歌劇上演中止問題

1909M42 25 3月 藤井善ーと協議離婚

6)3 医師三浦政太郎と内祝言。三浦はその後シンガポールに赴任

9月 東京音楽学校辞職

1910M43 26 8月 帝国劇場開場に先立ち専属契約を結ぶ(出演、および後進の指導)

1911 M44 27 3月 帝国劇場開場(専属声楽教師として月俸200円)

1912M45 28 7月 千葉秀甫を避けて、シンガポールの三浦政太郎のもとへ、翌年5月帰国。

1914 T3 30 5月 ドイツへ向けて、神戸港から出航、 7月にベルリン到着

8月 第一次世界大戦勃発のため、ベルリンを脱出してロンドンへ

10月 アルパートホールでの愛国大音楽会に出演

1915 T4 31 5月 《蝶々夫人》のタイトルロールを初めて歌う(ロンドン)

9月 渡米して、ボストン・グランド・オベラ・カンパニーと契約(年100回、 1田1000

ドルの出演料)

1920T9 36 3月 イタリアおよびフランス巡演 (1921年5月まで)、 4月プッチーニ訪問

1921 T10 37 6月 南アメリカ巡演 (11)3まで)

1922 Tl1 38 4月 日本巡演、全国でコンサート開催 (8月まで)

この間、南北アメリカを中心にオベラ、コンサート出演

192984 45 11月 三浦政太郎死去

193085 46 イタリア巡演。翌年も再びイタリア巡演

193287 48 5月 日本巡演 (10月初旬まで)、その後、ヨーロッパ巡演、おもにイタリア

1935810 51 10月 日本へ帰国。園内で《蝶々夫人》上演、およびコンサート出演

1938813 54 4月 三浦環歌劇音楽院開設(翌年4月解散)

1939814 55 9月 第二次世界大戦勃発。コンサート活動継続、兵隊慰問なども行う

1945820 61 8月 終戦

1946821 62 5月 病没

7 



日本音築学会第随回全薗大会シンポジウム

(2007.9.却輝表要旨

f女性作曲家音楽祭 2007Jーその前後
小林緑にばやしみどり}

1. r女性作曲家苦楽祭2007Jについて
私は本年8 月、『女性作曲家音楽祭 2∞7~ として

12回連続コンサ}トを実施、 33人の女性作曲家を

紹介した。開催の理由は西洋音楽史のいわゆるく正

典ニカノン〉で固められた構成に対して抜きがたい

疑問を抱き続けてきたからである。そこでは対象と

するサンプル数があまりに少ない。卑しくも〈歴史〉

ならばその精度をもっと高める必要があろう。「女

性音楽家=作曲家jを視座に入れることは、それを

正すきわめて効果的かつ重要な手段なのだ。古今東

西を通じ女性作曲家が無数に存在したことは、欧米

の書籍、楽譜、録音資料から確認済みにもかかわら

ず、この国には孤絶した例を除き、女性作曲家を主

体的に扱う研究の実績もないままにそれをやり過ご

し、封印しようとする底流がある。加えて現行の「音

楽史概説jは fドイツ・オーストリア音楽史jの趣

音楽専門家/業界人/音大関係者などがほとんど無

反応で姿を見かけなかったのに反し、一般人(女性

学・ジェンダー研究者、女性団体なども含む)が我が

ことのように賛同し、リピーターとなってくれたこ

との落差があまりに大きく、予想したとはいえ企画・

監修者として落胆せざるを得なかった。「女性Jに手

出しするとクラシックのエリート的ステータスが脅

かされるため、アメリカの女性研究者たちも及び腰

になっていたというマクレアリの発言(Wフェミニ

ン・エンディング.~ p24)が改めて思い出された次第

である。しかし反面、ヴェネズエラ出身のテレサ・

カレーニョを弦楽四重奏曲とピアノ曲で敢り上げた

セッションは意外な副産物をもたらしてくれた。首

都カラカスには 1983年に正式に全面開設した「テ

レサ・カレーニョ劇場j という立派な施設があり、

今年春にはそこで f民主婦人連合世界大会Jが催さ

れ、日本からも堀江ゆり氏が代表として参加された

というー普段あまり縁のない国の知られざる女性作

曲家を介して、国際的に女性運動とも連携する道筋

が拓かれたといえるではなかろうか。

があるから、本来は文学史のように各国別の歴史が E クラシック音楽の女性および音楽本来のく女性

編まれてしかるべきことも提言したい。 性〉を問う必犠牲

『音楽祭』では 18世紀後半から 20世紀初頭、つ

まりクラシック・ファンに最も親しまれている時代

の33人を取り上げた。国別でいうとフランスが 10

人で最多となったが、エルソン『音楽における女性

の仕事.~ (1904)などを引くまでもなく、フランス

は 19世紀問、重要な女性作曲家を最も多く輩出し

た国であり、このこともファニー・へンゼノレとクラ

ラ・シューマンで女性作曲家を代表させる風潮に警

鐘を鳴らす契機となろう。また今回は声楽作品を含

めず、ピアノ、ギター、ハープおよび室内楽曲で構

成したが、その理由は明瞭簡単。外国語の歌詞は日

本人がクラシックを味わう上で常に大きな障害であ

る一方、言語が介在しない若様はアクセスが容易で、

すでにほとんど自国文化のように慣れ親しまれてい

る現状に沿うたまでである。

さて事後の『音楽祭』への評価についていえば、
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本発表の出発点は『音楽祭』の企画進行中に入手

したフロランス・ロネイの著作H9世紀フランスの
女性作曲家LesComposi出回senFr組問 auXIXe 

siecld (Fayard，2∞6)にある。本書の意義は後述す
るが、その前に音楽そのものに潜む〈女性性〉の隠蔽

が招いた現行クラシックの序列観への疑義を呈して

おきたい。つまり演奏家(女性中心)より作曲家(男

性九声楽より器楽、ラテン系よりゲルマン系、古楽

器よりモダン楽器、昔の歌唱法(演奏法)や演奏者

より現代のそれが高く評価されていることだ。翻っ

てモーツアルト生誕250年に先駆けたヴィーンでの

同時代および現代の女性作曲家をめぐるシンポジウ

ム(2∞桜11)では、モーツアルト時代の女性作曲家
180人から実漬で 14人が紹介されたが、その大部

分は優れた歌い手でもあって、特にモーツアルトと

全く同じ生没年のフランツイスカ・ノレプランの様式

はまさにモーツアルト流である。このように、日本



で最も愛好される時代様式が歌ごころ溢れるく女性 典がファランクを fパリ音楽院教授j とのみ記述し

的〉なものである以上、相反する長大・重厚な構築性 ているのがその顕著な例だ。フランス革命を経て脱

や難解なモダニズムは男性の参入を容易にするため 宗教へと俗化する市民社会にあっては、「天才=男

の戦略では、との観方は否定できまい。 性jが神に替わる超人・巨人と看撤された反面、女性

ill.フ口ランス・ロネイの論旨

上記ロネイの書全体を要約するのが f何故音楽

史は省略によって嘘をつくのかPourquoil'his加，rre

ment同ellep訂 omission?j(p10)という至言!ロネ

イは近代音楽学の発展が次第に女性の業績無視につ

の理想像はマリアに仮託されたから、ここに「女性

のバッハやベートーヴェンはありえないj とする論

拠が作り出されたのである。

ロネイは最後に 21世紀の現在でさえ女性作曲家

に対する全体的視座は欠落したままだが、パリ国立

図書館音楽部門のカタログを丹念に見直せば目から

ながった逆説的事実を踏まえ、 19世紀当時の記述 鱗!の証拠が得られるし、当時高く評価されながら

(新聞雑誌、公文書，演奏会評、書簡、辞典婦を丹 現在無視されている女性作曲家と有名男性との違い

念に紐解き、当時の女性達の活躍の痕を立証する。

20世紀後半出販の音楽史書でさえ女性作曲家への

言及は全く乏しく、実際には 1000人以上、もっと

も困難ι思われるオペラでも 50人以上の女性が実
績を残したにもかかわらず、フランス・アカデミー

が公式認定した女性作曲家第一号は、なんと 1950

年生まれのエディト・カナ・ド・シジィ EdithCanat

de Chi町、それもようやく 2005年のことという…

ここにはナポレオン法典 (1804)の影響から女性の

公的職業は女工のみとされたこと、併せて女性にと

って第一義的に重要なサロンという私空間での活躍

がアマチュアとして劣位に置かれたことが未だに尾

を引し、ている。

他方、国民音楽協会の創設 (1871)に伴うフラン

ス人作曲家互助機能により、女性にも作品発表の機

会が増大した。しかし室内楽の最高栄誉であるシャ

ノレチエ賞をファランク (1861+69)が、グランヴァ

ル (1890)が、ルニエ (1916)が勝ち得た厳然たる

事実をよそに、当の女性たちが没するや再演は不能

となり、くマイナー・コンポーザー〉としてさえ生き

残れなくなってしまう。当時、女性作曲家とその作

品に関する記述がふんだんにありながら、そこには

大多数を占める男性筆者によるく見栄え〉やく男のよ

うに書く〉ことを持ち上げた評も呂立つから、今な

お根を張るそうした悪弊が女性軽視に加担したとい

えよう。さらには女性を演奏者あるいは教育者との

み蟻小化し、創造者としての「作者性j を無化する

仕組みも見逃せない。1983年に出たラルース音楽事
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はその知名度の差に過ぎない、と断じ、現行の音楽

遺産‘'pa出誼0血emusi，田l"と忘れられた母系

“ma出血oineoubliee"を融合すれば音楽の喜びをさ

らに豊かに出来るはず、と提言してこの新たな知見

に満ちた著を結んでいる。

rv. 題れた半分/聴かれぬ半分?
以下、私見による女性作曲家の穏蔽・忘却の要因

を列挙しておく。

1.個人より共同体:女性一集団一無名性→大衆音

楽・民俗性への不当な軽視

2.出版・公開の制限+実名で出版しない(へンゼ

ノレ、グランヴアノレ、クラークなど)

3.男性親族・夫との共作扱い/誤って?意図的に?

夫の作とされる事例

(マツダレーナ・シルメン、ファニー・へンゼ、ノレ、

ソフィア・ドゥシェックなど)

4.著名な活動・発言・著作・場所でも女性にかかわ

る事柄や部分は無視されがち:

・ヴェネツィアのオスベダリの女子音楽教育機

関・演奏団体としての麿史的意義など

・テイトン・デュ・ティエの重要な音楽史書『フ

ランスのパルナッソス山~ (1732)においてエ

リザベート・ジャケ=ドラゲー/レがリュリに並

ぶ高い位置づけ・評価を得ていることなど

・フェティスの 19世紀における最も重要な音楽

史料と看倣される『音楽家総覧~ (1870)に収載

の大量の女性作曲家・音楽家の情報など



'・

-ドビュッシーが音楽時評でオルメスの言ト報に寄

せたコメント (1903)

・ワルターが回想録『主題と変奏~ (1950)でス

マイスやアルマ・マーラーに言及していること

5.女性に言及しつつ否定的・差別的コメントを付

加ないし語葉を使用する:

・ニューグローヴ「ファランクj項目の誤訳 f一

流の作曲家とはいえないにせよ…J? 

-サンサーンス「ルイーズ・エリットを男性にし

なかったのは何たる神の過誤J ! 

6.ニューグ、ローヴ第二版 (2000)にもなお明らか

な女性無視:

・ノレボー、ノレニヱ、 ピュイグ=ロジェ、カレーニ

ョ、アノレマンド・ド=ポリニャックなど見事な

実績を残した女性について欠落、立項なし

7.視覚資料からも女性は隠蔽され、文字通り見え

ない存在と化す:

・マリー・ジャエルは「助手j としてすらリスト

の最新図像集(1989)に登場せず

・アドルフ・メンツェノレ『サン・スーシ宮殿のコ

ンサートJl(1852)の有名な絵に登場する人物

の説明として、パイロイトに現存するバロック

劇場を建造、オペラも残したフリートリヒ大王

の姉ウィルヘルミーネ・フォン・パイロイトは

一切言及されず(ちなみに 2008年秋には当劇

場でジャケ=ドラゲールのオペラ『ケパロスと

プロクリス』が上演される予定)。

・ドラクロワ『ショパンの肖像Jl(1838)は本来ジ

ヨノレジュ・サンドとのダブル・ポートレートで

あったのだが、現在ルーヴノレ美術館に展示され

ている有名なショパンの横顔は、問題の二重肖

像画の、切断された半分のパーツでしかない。

よ当日は最後にマリー・グランヴ、アノレ (1828・1907

のピアノ、チェロ、オーボエのための二つの小品

より第二曲『ガヴォット』を CDで試聴h 今年没

後100年に当たるグランヴァルは国民音楽協会で、

最も頻繁に演奏された貴族、従ってアマチュアの

作曲家だが、言明章作品は1882年1月14日、サノレ・

プレイエノレにて初演，1884年に出版されている。
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+当日は『音楽祭』で無料贈呈した 40頁からなる

「ガイドブックJ(全12コンサートの詳細なプログ

ラム一覧と、各作曲家に関する生涯の概略と主要文

献とディスコグラフィ、女性作曲家全般に関する主

要参考文献表、出演者29入[四重奏団も一人と数え

る]のプロフィルを含む:下はその表紙:) と、私が

コンサート、授業、講演等においてこれまでに実績

で取り上げた女性作曲家 60人とその対象曲のリス

トを配布。またレジュメ最後には「ガイドブ、ツクJ

に記載済みのものを省く参考文献9点を掲載した。

なお、本発表に基く詳論は 2009年秋明石書広

より刊行予定のジェンダー史叢書第4巻『視覚

表象と音楽』に収載の予定である。

本会報の読者でご希望の方にはこのガイドブックを

差し上げたいところですが、残りわずかになり、そ

れは出来なくなりました。

よろしくご了解ください。

2∞8/9/12小林縁
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日本の洋楽史における女性作曲家

辻浩美{つじひろみ〉

今でこそ、国際的な舞台で多くの女性作曲家が活

躍しているが、女性が自由に創作し、男性の作品と

同じ目線で評価されるようになったのは、第2次大

戦以後、民主主義や男女平等の思想が定着してから

も、相当な月日が経ってからのことだ。

今回の発表では、まず洋楽を受容した明治時代か

ら昭和期における日本の音楽事情と女性との関係、

また女性作曲家の置かれた立場について報告する。

次に当時の日本の女性作曲家5人を紹介し、日本の

洋楽史との関連や位置付けを図りたい。

1.日本の音業事情、及び女性と音畢

日本では、音楽に携わる人口は圧倒的に女性優位

である。現在の音楽大学では7割以上を女性が占め

ているが、明治期も同様の現象が見られた。音楽取

調所第1回卒業生3人は皆女性だったし、幸田延・

幸姉妹、三浦環、久野ひさ、永井郁子、萩野綾子を

始め、多くの演奏家や教育者が後世に名を遺した。

男尊女卑の思想が強かった日本において、しかも女

性の社会的進出が困難とされた時代から察すると、

これは一見特異な現象に映るだろう。しかし、裏を

返せば、f歌舞音曲の類は芸術として低い地位にあり、

男の仕事ではないjとする、封建的な考えが依然とし

て強かった理由からだ。

しかし、作曲界ではこの現象は一転し、一種の男

性社会が形成されていた。初めて器楽曲を作曲した

幸田延や、国際作曲コンクールで日本人として初め

て入賞を果した外山道子を始め、女性の作曲家は確

かに存在していたにもかかわらず、これまで彼女た

ちの作品は殆ど演奏されていない。

今回取り上げた 5人の日本の女性作曲家は、明

治・大正・昭和期にかけての、いわゆる激動の 20

世紀を生きた女性たちである。家に縛られ人格も認

められない女性が多かった時代の中で、女性には無

理と考えられていた創作の分野に挑戦し、作曲家と

して自分の信念を貫いた。彼女たちの作品は、こう

した強い意志と共に、時代や社会的な制約を超え、

音楽に対する純粋なメッセージも伝えてくれる。

IT.5人の女性作曲家

【松島葬】
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1890年、松島葬は山形県に生まれた。 1908年、

松島は東京音楽学校本科ピアノ科に入学し、 H.ハイ

ドリヒ、 R.ロイテノレ、 Rショノレツ、 H.ヴェノレクマイ

スターの外国人4教授の下で、ピアノと作曲法を学

ぶ。 1911年、同校を卒業した松島は、留学に備え

て研究科に進み、同時に東京外国語学校イタリア語

特別科に入学。しかし、当時の学習院院長乃木希典

より f女子学習院教官にj と懇願され、さらに父が

痛床に伏したことも重なり、留学を断念、以後 35

年間女子学習院に奉職することになる。

その一方で作曲家としてのキャリアも積んでいっ

た。大正期に作品発表会を2度開催し、「我国初の女

性作曲家j と紹介された。当日のプログラムは弦楽

四重奏曲、ピアノ、チェロ、ヴァイオリン独奏曲、

独唱曲と幅広いジャンルに渡り、どの曲も西洋的な

語法による古典的な手法で書かれている。ただし、

メロディーの作り方に旋出生の強い作品も見られ、

構造や和音付けが西洋的、メロディーは日本的とい

った独特な響きを生んでいる。

1鈍6年、松島は女子学習院を退官後、仏教音楽

の研究と作曲に専念し、亡くなるまで曲を書き続け

た。 1958年二期会により演奏された、浅草寺落成式

のためのカンタータ《極楽荘船〉は、戦時中文部省

に置かれた「仏教音楽協会j再建のための委嘱作品

である。

【金井喜久子1
1906年、金井喜久子は沖縄県宮古島に生まれた。
故郷沖縄音楽の美しさを人々に知らせたいと願い、

1933年、東京音楽学校選科作曲科に入学、その後研

究科に進む。彼女の音楽的な特徴は、長調・短調で

はなく、琉球音階を徹底的に用いて作曲しているこ

とである。

金井は戦中、戦後の動乱の中にもかかわらず、精

力的に創作活動を展開していく。 1944年から 1946

年にかけて3回の交響作品発表会を、また 1950年

には作曲グループ f白濡会jを組織し、作品発表会

を3回開いた。この他にもオペラ、歌舞伎劇、ミュ

ージカルといった舞台音楽にも意欲的に取り組んだ。

また、金井の国際的な活動も注目される。 1954

年、ブラジル・サンパウロでの「国際民族音楽会議J

に日本代表として出席し、サンパウロ、ロサンゼル

ス、ハワイにおいて作品発表会を開催。その2年後、

沖縄を舞台としたアメリヵ・MGM映画『八月十五

夜の茶屋』の音楽を担当した。やがて、沖縄復帰記

念式典、沖縄国際海洋博覧会といった沖縄と関連し



た式典には欠かせない作曲者として不動の地位を築

いていく。

【吉田睦子1
1910年、吉田隆子は東京に生まれた。 1927年、

女学校を卒業後、在日フランス人教師から影響を受

け、作曲家を志すようになる。 1931年、橋本国彦の

下でピアノ曲《カノーネ》、歌曲《ポンチポンチの皿

廻し》を発表し、作曲家としてデ、ビューする。その

後、E.サティに領倒し、フランス近代音楽を日本に

初めて紹介した菅原明朗の下で研鐘を積む。プロレ

タリア音楽運動 (PM)に共鳴した吉田は、 1932年

中野鈴子の詩(信教》に作曲したのを機会に、家や師

とも絶縁してPMの音楽運動に加わった。 PM解散

後、「楽団創生jを創設し、進歩的な苦楽の創造と演

奏を目指して、民衆のための音楽運動を起こした。

また同じ年に、近代日本作曲家連盟に加入し、 2台

のピアノのための《カノーネ》を発表。 1935年には

深井史郎とともに「音楽新人クラプjを結成し、『音

楽の世界』誌を中心に鋭い評論を数多く投稿した。

こうした一連の活動によって、思想犯として4度

の拘留生活を送る。 20年間共同生活を送ることにな

る、劇作家・久保栄との共同作品として4曲の劇音

楽があるが、中でももた山灰地)}(1936)は二人の

代表作として挙げられる。この(むた山灰地》のメロ

ディーやリズムを土台として、 1952年、《ヴァイオ

リン・ソナタニ調》は完成した。 1949年、与謝野

品子の詩《君死にたもうことなかれ》を作曲、さら

にこの作品をオペラ化しようと作曲に着手したが、

未完のまま、 1956年46歳で病没する。

【外山道子1
1913年、外山道子は大阪に生まれた。幼少時より

外国への憧れを強く持ち、自分の意志でフランス留

学を決めて、独学でフランス語を習得。 1930年、 H.

ジル=マノレシェックにピアノを習う目的で単身パリ

に渡り、次第に創作に興味を持つようになる。 1936

年、ヱコ}ル・ノルマノレに入学し、 N.ブーランジェ

にソルフェージュを師事。そして、当時のフランス

音楽界の巨匠J.イベールに推挙されて、 1937年第
四回国際現代音楽協会主催の音楽祭に「ソプラノ、

クラリネット、パスーン、フルート、チェロのため

の《やまとの声)}Jを応募し、日本人として初めて入

賞を果した。

戦後、研究欲に駆られ再び渡仏し、パリ国立音楽

院にてミヨー、メシアンに師事、 1954年、作曲科の
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学位を取得する。さらにP.シェフェールの影響を

受け、コロンピア大学に入学し、ここで電子音楽を

6年間学んだ。

外出は、生前f作曲は自分にとって楽しみであり、

自分のためにするもの。自分から敢えて作品を発表

する気はないj と語っていた。海外に比べ日本での

知名度が低い背景には、彼女の摘極的な姿勢がある

からだろうが、日本の音楽界や楽壇に何のつながり

も持たずに、創作活動する難しさを窺い知ることが

できる。

{渡鏡子1
1916年、渡鏡子は東京・永田町に生まれた。 1932

年、新設された東京音楽学校作曲部に入学、 1936

年同校作曲部を第1期生として卒業する。ここで安

藤幸にヴァイオリンを、信時潔と G.マーラーの弟子

であったK.プリングスハイムに作曲を師事。戦後は、

平凡社で『音楽事典』の編纂に携わったが、出産後

は生活のためにピアノ指導や執筆・翻訳活動に追わ

れ、思うように作曲活動に専念できなかった。

1961年、恩師プリングスハイムの勧めでo.ショ
ウレック著『ドヴオノレジャーク』の日本語訳を上梓

し、彼女の名を音楽学者として位置づけた。 1963

年には日本人女性として初めて fプラハの春j音楽

祭に招かれ、東欧各国を歴訪し、 1966年に音楽之友

社より『スメタナ/ドヴオノレジャーク』を出版。ま

た、 f近代田本女性史ふ昔楽』は当時の日本の音楽
事情と女性音楽家をテーマとした先駆的な文献とし

て、大変有益である。

護の創作は、民族的な色彩を持つ壮大な作品《ク

ラヴィーア、ヴァイオリン、チェロのための三重奏

曲>}(1950?)を除くと全て声楽曲だが、どの曲も援

の粋なセンスやユーモア、言葉と音楽との結びつき

の深さが感じられる。

終わりに一一日本では女性作曲家をテーマにし

た研究は大変少ない。日本音楽学会会報によれば、

音楽学、音楽教育学、美学を専攻する博士論文は、

2∞1年から2∞5年までの5年間に95本あるが、
女性をテーマに置いた論文はない。また修士論文も

ごくわずかである。そうした中、徳丸吉彦・福田千

絵著による寧曲家・作曲家として著名な米111敏子に
ついての研究書『初代、米JII敏子の音楽と生涯完
全なる音楽剥がこのほど出版された。邦楽におい

ての女性を対象にした研究にも今後期待が持たれる。
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「音楽における女性j研究、三つの波

-1970年代以降のアメリカー
西阪 多恵子(iこしざかたえこ}

エレン・コスコフによれば、フェミニズム音楽研究

の歴史には重なり合う三つの波がある。第一は対主中

心の渡、第二にジェンダー中心の波、そしてポストモ

ダンの概念に由来する第三の波1)。本発表は三部分構

成とし、女性の視点に主援を置きつつ、 I第一の夜、

すなわち1970年代に始まる女性中心の研究について、

II1980年代後半以降の第二および第三の波について、

E は「浸透と拡散Jと題して最近の状況について述べ

た。

1.第一の波-1970年代に始まる女性中心の研費

1970代から1980年代にかけての女世議場の高まり

はアカデミズムの壁を越え、音楽研究にも及んだ。

1970年代の末には早くも女性音楽関連全国書誌が編

纂されている。そこに収録された文献数の多さのみな

らず、閣の助成キ大学のサポート体制といった背景も

注目に値しよう。女性の作品は楽譜の校訂出版や漬

奏・録音によって徐々に知られるところとなり、多く

の大学で「音楽における女性jが講じられた。テキス

トや関連資料の需要は一層高まり、女性作品を専門あ

るいは主とする出版者も現れた。(テキストについて

は「会報J7号参照)さらに音楽関係の女性のための

組織活動も著しい。その一つ、国際音楽女性連盟

IAWMは女性作曲家協会など1970年代以降に結成さ

れた三団体が H剃年代に合併発足しT調識であり、
多彩な活動を行っている (IAWMについては「会報J

2号参照)また、既存の音楽諸学会のなかに設けられ

た「女性の地位委員会Jも今日なお、関連諸問題の検

討の場として機能している。

1980年代はパックラッシュの時代といわれる。だ、が、

このように研究者を含めた音楽に関わる女性たちが連

携し、大学キ学会の協力的な姿勢に支えられて、現実

の問題に取り組んできたという面もあったのである。

II.第二および第三の渡....1'鋭潟年代以降

第二、第三の波は、ともにフェミニズム音楽揖評を
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契機として、ほi司湾時期に起こったといえよう。コス

コブはジェンダ一関係を中心とする第二の設の研究例

として、自編著『異文化視点にみる女性と音刻、クッ

クおよびツォー編『チェチーリア・リクレームド』な

どを挙げ、第三の渡、すなわちポストモダン的な種々

の視点から社会と音楽の関係、を考察するものとして、

ソリ」編『音楽学と差異』、マクレアリ著『ブェミニン・

エンディングムシトロン著『ジェンダーと音楽カノン』

等を例に挙げている2)。こうした第二、第三の波の背

景には、それまでの女性音楽研究の蓄積に加え、音楽

学の実証主義偏重に対する批判、フランスのc.クレマ
ン、 ドイツのE. リーガーといった先達の剰揚紡2あっ

た。1錦8年のアメリカ音楽学会年次大会はフェミニズ

ムやジェンダ一関連のトピックが際立つ画期的な大会

となり、 1991年には隔年の国際会議 fフェミニズム理

論と音楽j第1回が開催され、その後、フェミニズム

は新しい音楽学の展開に重要な一翼を担ってきた。も

っとも、従来の音楽学の方法や領域に対するフェミニ

ズムの問題提起がすでに「女性中心j音楽研究におい

てもなされていたことは見落とされてはならなし、

一方、フェミニズム損評やジェンダ一事携の展開に

よって研究対象は対生に限られなくなり、そのために

フェミニズム研究が現実の女性から離れるという面も

生じた。民族音楽学者であるコスコフは、西洋音楽史

のフェミニスト研究者にとっては音楽が現実から遊離

したポストモダンのテクストと化す傾向があると指摘

している。さまざまな立場から音楽に関わるフェミニ

ストたちの連携出必ずしも容易ではないようた

また、ジェンダー、セクシュアリティ研究の多くは

事実上男性作品を対象としており、その結果として、

男性作品の重要性が強調されることにもなった。その

半面、女性作品のジェンダーの観点、からの分析は本質

主義に陥りやすいといわれる。だが、そうした問題の

根は、次に挙げる現状が示すように少なからず「作曲

者は男性Jという基準にあるのではなかろうtJ¥すな

わち、男性作品についてジェンダーを論じる場合は作

品における女性やジェンダーの扱われ方が注目され、

女性作品の場合は作曲者のジェンダーやセクシュア

リティに焦点があてられる。言い換えれば、前者の場

合は男性作曲家のジェンダーが中立的客観的なもの

として、あるいは時代の女性観を表すといった一樹主

として不可視化されるのに対し、後者の場合は「女性J



作曲者の顕れが注目されるのである。男性作曲家のセ

クシュアリティが云々されるとしても、彼らはすでに

高い評価を与えられた有名作曲家であるから、それは

その作曲家や作品をめぐる議論の一つにすぎない左

みなされる。(例えばシューベルトやチャイコフスキ

ー)。ところが、評価の確立していない多くの女性作

曲家の場合、「女性jとその作品としてみられるなら

ば、彼女とその作品はジェンダーやセクシュアリティ

の観点による以外に重要ではないと受け止められる

かもしれなし、ジェンダーの非対称がここにある。

ジェンダーの非対称を構成する可能性は I作者の

死Jという概念にもあろう。男性有名作曲家作品研究

は「作者の死Jと対をなす f読者の誕生JI乙よって一

層豊かにされる一方、もともと作者という権威のない

女性作曲家についてはその作者性や作品への注目はそ

らされる。あたかも個々の作曲家を問題にする時代は

終わったかのよう仏こうしたことから、男性カノン

(正典)作品はカノンとして、作曲は男性的な領域と

してその概念が強化され、女性作品湖親される傾向

が強まっていく。

第三の波を促したポストモダンの多様な価値観は、

女性の音楽締究と共有する基盤でもあるが、その脱政

治化傾向は過去現在の女性の音楽やその研究の推進と

いう難題にとって必ずしも解決の糸口を与えるもので

はなさそうだ。

ID.漫遺と拡散

近年、ジェンダーというトピックはかつてほど目立

たなし、 RILM音楽文献目録で女性やジェンダーと

音楽に関連するキーワード検索を試みたところ、概ね

1鈎0年代後半が最も多く、その後誠少している。これ

は一面ではジェンダー砂院が音楽学に浸透したためと

いえよう。最近の音楽学関係の文献には主要な主題と

して扱つてはいなくても、ジェンダーに論及するもの

カ叩Pなくなし、ニューグ、ローヴ音楽事典やグラウト・

パリスカ西洋音楽史の最新版などにおいても、以前よ

り多くのジェンダー関連事項や女性が扱われている。

しかし、こうした浸透の一方で、、 1980年代の爆発的

な女性音楽研究、 1悌0年前後のフェミニズム・ジェン

ダー専問の熱気に満ちた興奮の時代カ1去った今、フェ

ミニズム音楽研究は、現実の多くの問題を残したまま、

多様なセクシュアリティや人種、階級、民族、国家と

いったさまざまな分析カテゴリーの交錯のうちに説教
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しているようた「音楽における女性jの授業を廃止す

る大学は多いが、一殻の音楽史で必ずしも充分に女性

が取り上げられているわけではない。音楽研究の対象

が大衆文化にも広がった結果、女性に関しては、非大

衆音楽つまり fクラシックJ音楽研究が周縁化された

との指捕もある。

そうしたなかで、フェミニズム音楽研究の端緒を開

いた「女性中心jの第一の波は、第二、第三の波とと

もに今日なお打ち続けている。歴史上地球上のさまざ

まな音楽する女性についての布院の進展だけではない。

諸学会の f対生の提動委員会Ji訴鶴棄し、アカデミズ

ムの外では対生の音灘臓がアメリカ以外の国々にも

広がり、国際自漣携が進んでいる。そうした社針拠

縦告な動きは再びパックラッシュといわれる現在、ま

すます意義を増すように患われる。というのも、私た

ちの音楽観は生活すべてを通じて形成され、その過程

には音楽産業での優先顕位そ吠学のカリキュラム、政

治経祷社会の尉兄やす交に流布しているジェンダー観

など無数の要素が作用しているからえそして今や広

く露められているように音楽的土鍋糟築物であるな

らば、音楽研究もまた然り。こうした現実の事柄と研

究との関わりも視野に対もていくことによって女性も

男性も含めたより統合的なあるいは何通りもの音楽史

が豊かにつづられていくのではないだろうか。

*本稿は、伊捨発表原稿を加筆修正した音楽学会全国大会

発表原稿に基づく要旨である。
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日本音楽学会第58回全国大会

シンポジウム(2∞7.9却}傍聴記
藤村晶子{ふじむらあきこ}

昨年度の全国大会では、開催両日にわたり合計五

つのシンポジウム発表があった。ここでは、そのう

ち私自身が聴講できた三つのシンポジウムについて

概要を報告させて頂く。とはいえ、学会参加時には

このような報告をまとめる心積もりはなく、しかも

学会から一年近くを経た f偏りJも多分にあると思

われる。これはあくまでも個人的見解にもとづく感

想であることを、あらかじめお断りしておく。

さて当該のシンポジウムとは、 rVoicing

GenderJ、f戦争と音楽J(いずれも大会初日)、そし

て当フォーラムの企画 f創造する女性たち:音楽と

(女性〉の関係を探るJ(大会二日自)の三つである。

はからずもジェンダーを扱うテーマが二つ重なった

が、別日程だったために双方を聴くことができたの

は比較という点でも幸いだったと思う。参加者の多

くもそのように感じたのではないだろうヵ、

まずは以下に、レジュメによる各シンポジウムの

テーマを記しておこう(敬称略)。

① Voicing Gender (発表者:長木、福中、中村、

向井、ゲスト:竹村和子)

「ジェンダー/セクシャリティ研究の視点か

らオペラを論じることによって音楽学の一つ

の研究可能性をさぐるJ

②戦争と音楽 (発表者:上尾、山田、明木、

奥中、沼野)

fヨーロッパの歴史において音楽が果たした

社会的役割を戦争との関わりで扱う。(戦争と

音楽〉研究のいくつかの方向性を提示すること

を目的とするj

③創造する女性たち (発表者:小林、水谷、

辻、西阪、司会:伊東)

fイデオロギー的価値判断に惑わされること

なく、生きた音楽の創造の場における女性の存

在の実体を見極め、〈女性が音楽すること〉の

過去、現在、未来における意味をともに考えるj
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もとよりシンポジウムとは、複数の論者が一つの

テーマに対時して、相互の関連性と問時に相違をも

明らかにしながら論じあうものであることは言うま

でもない。その際、立場の違いが明瞭であるほうが、

むしろテーマの重層性を引き立たせ、考察を深めて

ゆく場合もあるだろう。詳細は後述するが、その点

に鑑みて、音楽学外の専門家をゲストとして招いた

①は、良くも悪しくも「音楽学j という学問領域の

現況を示すものであったように思う。ここでは紙幅

に限りもあるので、①と③の比較を中心に述べ、そ

の論点を敷街するかたちで②に触れたし、

①の rvo:語ngGenderJは、オペラというジャン

ルにおけるジェンダーを、近年のフェミニズム研究

とその理論的言語を援用しながら問題化しようとい

う内容。モダニズム以降のオペラ作品を論考の対象

に、そこに表象される「声jのうちに、ジェンダー

=文化的に構築された社会的性差の開題を見出そう

とする。このシンポジウムにはゲストとして、英文

学者であり、パトラーの翻訳ほかフェミニズム批評

の気鋭の論者として知られる竹村和子氏が迎えられ

た。その人選は、このシンポジウムの基本姿勢、つ

まり閉塞しがちな現行の音楽学研究に対する新たな

刺激たらんとする意欲の現れとも、また一方で、 f時

代の先端をいくj言論界の流行に敏感な感性の発露

ともみえるものだった。

各論で扱われた問題としては、オペラ作品におけ

る異性装性(クィア性)への指摘に示唆があった。

R.シュトラウス《ばらの騎士》のオクタヴィオ(中

村発表)、ストラヴィンスキー((放蕩者の成りゆき》

のトルコ女ノむ~(向井発表)、さらにヱトヴェシェ《三

人姉妹》でのカウンターテナー起用(長木発表)な

ど。これらは女性による fズボン役j、髭の生えた女

=女装趣味のパロデ‘ィ、男性による女性役、とそれ

ぞれ様態は異なるものの、いずれもオペラの「声J

がもっ逸脱と倒錯の表現として興味深い。だが、こ

れらの「逸脱Jがオペラという農構のなかに半ば自

明のごとくに表象されていることについての考察は、

シンポジウムの場においては残念ながら深化しなか

ったと言わざるを得ない。この「逸脱j は、ともす

ー、



ればオペラという作品世界を溶解/解体させかねな

い毒(批評性)であるはずであり、発表者はもう少

し詳しくその批評性について解析するか、あるいは

少なくともそれが何に向けられた f毒jなのかを示

す必要はあっただろう。というのも、その批評的視

点こそが従前のオペラを新たな文脈で読み解くため

の一つの鍵となるかもしれないのだから。つまり紋

切り型の性モラルや19世紀の市民規範など、「モダ

ニズム前jのオペラを支えてきた枠組みと前提を作

品内部から侵食するように、これらの毒は仕込まれ

ているのであって、その自己言及的な「入れ子j構

造こそは、のちにはポストモダンの一つの徴ともな

るものだ。R.シュトラウスからエトヴェシェまでを

同一線上で扱うわけにはいかないにせよ、程度の差

はあれ、言及された三作品にそのような毒の芽が散

りばめられているという指摘には関心を惹かれた。

だがここで「モダニズム前jと一口に言っても、た

とえば18世紀と 19世紀のオペラ様態とその受容は、

全く]3IJ種のものとして捉えねばなるまい。しかもジ

ェンダーは時代と地域の脈絡ごとに多様な意味を担

い、近代市民社会の成立前とその後では大きく異な

るのだから、①では(たとえパネジストには自明で

あったとしても)そもそもの前t是ーーモダニズム
以降のオペラを対象とすることとその定義一ーを確

認してしかるべきだったと思う。そうでなくてはオ

ペラ/ジェンダー間の歴史的布置も見えてはこない。

この点について竹村氏は、 fオペラは倒錯的であ

るjrオペラは国境を渡るJという二点から語りはじ

めることで fオペラの近代jを名指し、モダニズ、ム

後のオペラが内包する批評の可能性を鮮明に問題化

していたと思われる。氏は、 19世紀は近代的な性規

範が強力に動いていた時代であり、そのなかでオペ

ラの声は性的差異の絶対性とオリエンタリズムの双

方を表象してきたと説く。すなわちJ近代のオペラ
上演こそが〈声〉の解剖学的性差を積極的に助長さ

せj、オペラにおける男女の二項対立を強化した。そ

れは f声の性別(化)の前景化jであり、「近代的人

間を身体的に形成するメディアとしてjオペラが機

能してきたことの現れでもある。そのうえでオペラ
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の過雪面持生、演車H生とはあらゆるものをカッコつきで

見る姿勢、つまりは f本質的なるものjへの懐疑で

あろうと指摘した。まさにこの論点が、モダニズム

以降のオペラをジェンダ)との絡みで論じる際の、

本来なら出発点となるべきものであったろう。「本

質jが決して自然の所与のものではなく文化的に構

築されたものであり、その仕組みを解読し解体する

ことがジェンダー研究の一つの社会的実践であるか

ぎりにおいて。

だがじつはシンポジウムのー聴取者としての私を

最も捕らえたものは、ジェンダーをとりまく難解な

思想言語と長らく格闘してきた竹村氏の、言葉遣い

の圧倒的な凄味であった。それは思想のレトリック

として浮遊する記号ではなく、まさに思考の軌跡と

社会的現実を切り結ぶための、血肉となった言葉の

凄味だった。たとえ音楽学の領域にジェンダーのイ

ディオムや成果を援用することができたとしても、

この概念と格闘する覚悟と実践がともなわなければ、

それはたんなる街学的な装いに過ぎなくなってしま

うことをつよく思わされた次第である。

翻って、当フォーラムのシンポジウム f創造する

女性達:音楽と〈女性〉の関係を探るj は、タイト

ルの焦点がやや定まらない根みは残るものの、基礎

研究と実証的な取り組みという点では十分な結果を

ともなう内容であったと思う。詳細は各発表者の要

旨にゆずり、ここでは包括的な感想を述べよう。

そもそも、音楽という領野における男女間の非対

称性を問う際に、そこでf女性jを強調することは、

ともすれば既存の音楽研究の規範をさらに補強する

ことにもなりかねない。その危うさは、すでに従前

から指摘されてきたとおりである。つまり「女性作

曲家jを筆頭とするような f女性OOJというカテ

ゴリーの発掘と列挙は(私自身はそれでも意義ある

作業と考えてはいるが)、やがては規範的な音楽史の

うちに「女性の音楽jなる一章を設けることに収散

され、結局はこれを周縁化することに寄与してしま

うというジレンマである。

しかし、女性と音楽をめぐる研究状況は現在も



刻々と変化しており、音楽する主体としての女性を

どのようにまなざすかという問題は、さらに複雑化

しているのが現況だ。個々人の多様な個別研究と、

研究領野全体の数十年に及ぶ大局的な流れとは、双

方向の柔軟な接触をもってこそ、考察を深化させて

いくはずである。

そのような意味で、 r(音楽における女性〉研究、

三つの波J(西阪発表)は、 1970年代以降のアメリ

カにおけるフェミニズム音楽研究の動向を歴史的経

緯に沿って丁寧に整理し、ダイナミックなうねりと、

その時々の論点とをわかりやすく呈示して、多くの

情報をもたらすものだった。特に 1970年代から今

日に到るまでの文献と書誌類の紹介は、そのボリュ

ームとともに、 fフェミニズ、ム研究Jがアメリカにお

いてはすでに一定以上の研究成果を蓄積し、現実社

会に作用していることの証左として大変説得力を持

っていた。なかでも「差異の強調は、女性の作品の

意義をジヱンダーとの関連にしか見出せないものに

するJ(Whi鵠，1悌6年)という指構は、いまやフェ

ミニズム研究が一種の陸路に直面していることへの

自己批判でありつつも、幾ばくかの f成熟j さえ感

じさせて示唆に富んでいる。もちろん、この困難を

克服していかねばならないのだが。

また、「日本の洋楽史における女性作曲家J(辻発

表)では、 1890年から 1910年に生まれた五人の作

曲家(松島、金井、外山、吉田、渡)がとりあげら

れ、その歴史的位置づけが試みられた。列記された

五人の多彩な音楽活動と個性は、もはや f女性作曲

家Jという呼称が、たんなる便宜上のカテゴリ}に

すぎないことを示すに十分であった。それはむろん、

素描とはいえ、五人の個性の違いを明確に示す実証

的データに裏付けられた発表だったからである。

さて、①と③のシンポジウムは方法論こそ違え、

音楽における既存の規制ヲカテゴリーに疑問を呈し、

新たな視点の導入を企図するという点では共通して

いたと言えよう。そうであるなら、 fこれまで等関視

されてきたJ(上尾)戦争と音楽の関わりを問題化し

ようとする②のシンポジウムもまた、両者に何らか
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の接掛生を持っていると捉えてもおかしくはない。

しかし残念ながら、そこで言われる「戦争Jとは、

発表者ひとりひとりにとって、いかなる切実さや痛

みもともなわぬ大文字の抽象的な戦争だったようだ。

むろん抽象性を否定するわけではないが、②の全体

を通して「戦争Jに関わるとされる音楽表現がただ

羅列されていくばかりであり(その意味では大変具

体的だったけれども)、「なぜ音楽と戦争について問

題化するのかj という必然性が、私には結局最後ま

で見えてこなかった。急いで断っておくが、私はこ

こで戦争の定義をせよと言うのでも、個人の情動で

戦争を語れと言うつもりもない。そうではなく、②

では「戦争j はもはや定義するまでもない絶対的な

非正義として捉えられていたうえ、反戦・非戦を全

きし自明の前提として、発表者が自らの位置を不問

に付すかのような姿勢で、あったことに何より違和感

を覚えたのである。だがその「自明のJ姿勢こそは、

これまで他ならぬ規範的カテゴリーの強化に働いて

きたもので、はなかったか。

これはフロアでも発言したことだが、たとえば第

二次大戦後のドイツでは、「敗戦jは東西ドイツのい

ずれもが、その後長く背負い込まねばならぬ負の遺

産となった。その磁場で f戦争について語ることj

は幾重にも織り込まれた f語り得ぬものjや「声に

ならぬ声Jとともに在るはずであり、その苦悩に思

いを馳せぬまま「語るJことは空虚でしかない。

音楽学研究とは何であろうか。むろんその解は一

様ではないが、少なくとも私自身は、それは何のた

めの研究か、という関いに立ち返らざるを得ないし、

また「個人的な視点Jからしか問題を立ち上がらせ

ることはできないと感じている。そうした個々の視

点がひいては多様な生のあり方を示すことに繋がる

のではないか。これはじつに微かな願いではある。

だが何よりそこに、「声にならぬ声jを長らく封殺し

てきた f自然のカテゴライズjを脱臼させる可能性

が、おそらくはあるように思うからである。



程量

弔高j:l 敏弘軍高富島

園女性窃バロック・オペラ復活上演のニュース

来る10月3日と4目、 f女性と音楽Jにとって非
常に意義深いオペラ公演がドイツで予定されて

いる。エリザベートェクロード・ジャケ=ド・

ラ・ゲ}ノレ ElizabethClaude Jacquet de la 
Guerre(l665・1729)の唯一のオペラ『ケパロス
とプロクリス Cephaleet Procrid (1694) 5 
幕全曲が、ピリオド楽器を用いて上演されるの
だ。しかもその場所が素晴らしい。ドイツのバ
ロック劇場として唯一現存するパイロイト辺境
伯オペラ劇場である。音楽界ではパイロイト即
ちワーグナーという f常識Jがまかり通ってい
るが、有名なワーグナー祝祭劇場に130年も先
だち、当時まさに「辺境j であったパイロイト
に喜術・文化の華を咲かせるべく、伯爵夫人

ウイノレヘルミーネが施主となって1749年に開場
した豪華絢嬬の建物だ。今回指揮も兼ねるイタ
リアのチェンパリスト、ダニエラ・ドルチ率い

るムジカ・フィオリータによる全曲CDも発売、
済み、一聴してリュリに代表されるフランス式
悲劇オペラの典雅な響きが感得される。欲をい
えば、ヱリザベートが絶大な庇護に与ったルイ
14世のお膝元、ヴヱルサイユで上寵して欲し
かったが、パイロイトのこのオペラ劇場も当時
の慣わしとしてフランス宮廷様式を真似たもの
. 1バロックjの本流がイタリアに発するオペ
ラと、フランス風の華麗な宮廷文化にあること
を再確認する意味でも、虞に貴重な試みにして
“事件"である。詳しくは以下のサイトを参照
されたい。

https://www.bayreuther-barock.bayreuth.de 
なお、上記とは全く無関係ながら、早稲田大学
演劇博物館主催で、エリザベートのクラヴサン
曲を中心にした室内楽とバロック・ダンスの紹
介も含めたコンサートが、来る9月26日夜、早

大小野記念講堂で開催される。これも詳しくは
以下のサイトを参照されたい。

http://www.enpaku.jp/eventlhostlevent200809 
26.html 
モーツアノレトに匹敵する神童・天才振りを謡われ

たフランス女性に、 300年余りを経てようやく

正当な光が当てられ始めたのだろうか…

(9115小林記)

量 f列伝』第3崩!
1999年3月出腹、早くも同年7月に第2尉となっ
た小林緑編著『女性作曲家列伝~ (平凡社選書)
は、しばらく品切れ状態でしたが、 2008年8
月、ようやく第3尉が出されました。執筆者に
は当フォーラム会員も多く、同書は日本におけ
るいまだに数少ない女性作曲家関係書の一つで
す。増刷を喜ぶとともに一層多くの人々に読ま
れるよう顧っております。まだお持ちでない方
はこの機会にぜひお求め下さい。また友人知人
にお知らせ下さいますようお顕いいたします。

(なお、 2006年逝去された外山道子氏の没年追
加など、若干の追加修正がなされています。)

富田本初クララ・シューマン100%00発売
クララ・シューマンの少女時代から結婚後に亘
る主なピアノ作品を録音した、日本では始めて
のクララ・シューマンオンリーのCD1)11嶋ひ
ろ子 playsクララ・シュ…マンjがコロンピ
ア・ミュージックエンタテイメントで作成され
ました。色々なキャラクターの作品が選曲され
ており、 ICDジャーナルJ 1ぶらあぽJ等で
も紹介され好評を博しています。
販売元:ハラヤミュージックエンタープライズ

CD番号:BW1303D 

く編集後記〉

今回ピンチヒッターで編集を担当させて頂き
ましたが、慣れない作業のためいろいろと皆様
にご迷惑をおかけしたことと存じます。初めて
の経験で色々と勉強にもなりました。市川さん
には髄分お世話になりました。 ()II鴫)
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